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1． 具体的な利用内容、計算方法 

すでに作成してあるプログラムを移植し、利用

する。また、並列化/チューニングを行う。 

 

2． 結果 

プログラムの移植はほぼ完了。 

 
3． まとめ 

クラスタリングプログラムの移植を完了した。 

 

 

4． 今後の計画・展望 

プログラムの並列化を試みる。並列化プログラ

ムの経験がないので、これに 1 年から２年を要

すると思われる。 

 

5． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用し

た状況（どの程度研究が進んだか、研究において

どこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

今年度の目標は、シングルスレッド/シングルプ

ロセスのプログラムを移植すること。これはす

でに完了。 
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